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A1-h ベース準結晶の局所的な原子構造および稔性を許べる目的で､Al符(N!j elい 30･25･0･5 および

AhSì(XP_,LFeLllZ‡0･m･0･25 のメスバウ7-分光を行なった･
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Fig1

Fig1に常韻性 doubletでfitしたときのスペクトルの例を示す･半値巾か純鉄reEBrenCe(〇･22"/S)

に比べて広 く､四東嶺分裂(q･S･)に分布があり､F帽 子かいくつかの異なった頚城にあることを示してい

ち.一方､スペクいレの対称性かよいことからisoJerShift(Ⅰ･S･)は､各サイトでほぼ等しく､電子状態

は似かよっている.I.S.の値はA卜Fo金属何日ヒ食物と比べてそう逢わか ･ヽ

Tablelは上記4つの試料についてのメスバウ7-パラメーターを示したもので･Ⅰ･S･･q･S･の値の組

成によほ 化は大きくか ､｡注目されるのは､Siを含んだ試料では､半値巾か狭 くなっていることで､Si

を添加i-ることで格子全体の歪みか捷和されて･よりきれいな準結晶かできたものと思われる･

Fi‡2臥 Al竹(XpqsF払 ･- 晶を4･2Kで- に平行な外糾 帆 = ･4･5沖 で測定したスペクトル
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である.突放は内部龍萌ゼロとしたときの計算スペク

トルであり､両者がよく-鼓することから､Fe原子は

態丸モーメントを持たないと若詮された･Aゝ SiくくXRけ

Fま..)11でも同様な結果が得られ､Al-h 準宕晶中のh
か地気モーメントをもっとゆう砧化畢測定や榊Rの若

菜と比較して次の可能性か考えられる.(1)Foか肋と

置換することで龍気モーメントか消える.(2)hに能

気モーメントをもっサイトともたないサイトかあり､

Feは､故気モーメントをもたないサイトと置き換わる.
このことを明らかにするために､AlFlSi.(X,見lF㌔主IZ
･0.0.01.0.25 の準宕晶において砧化畢洲定を行な

った.その結果上記3牡鹿で遷移金庫-原子当たりの

有効砲丸モーメントの大きさは変わらなかった.この

ことは､上記(2)の解釈をサポートしている.またFi

∫2の解析の轄果､轄晶電場勾配テンソルの異方性定

数tは0.6､最大主鞘方向成分Y.は負の成分か80'/･正

の成分が20〆であることかわかった.

続いて､既存の原子構造モデルについて電場勾配の

新井を行ない､それによってスベクいレを求め､実験

スペクトルとの比較を試みた.計井を行なったのは､

prolateとoblateの各yertexにh､各edE8-CeAterと

prolateの body-centerにAlを置いたモデルであり､

準宕晶格子中のhサイトを整理し､各Al､h位置に点

電荷を-Zき､各hサイトの電場勾配を計算した.Fig

3にAlとhの電荷をいろいろ変えて求めた計井スペク

トルを示す.今の場合､F●原子は､各肋サイトに均等
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Fi‡3 Al,h の電荷の比を色々変えて計算したAI-h 準轄晶のメスバウアースペクトル

に入っているとして計井しており､Feかsiteselectionをしているとなるとさらに枚許が必要である.ま

た､他のモデルについても計算を行なう予定である.

最後に､槌化畢測定でごtBカいただいた物性軒の安岡弘先生､汁水額氏､試料作紫に骨を折って くださ

った井野研究室の永山伊久氏に深 く感謝鼓します.
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